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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　全ての構成要素が可燃性素材より形成されている金具類及び金釘無し棺に用いられる、

前記構成要素のうちの１つである蓋板であって、

　前記金具類及び金釘無し棺の内部を視認するための窓部と、

　前記窓部の周囲に形成された溝と、

　前記溝に嵌入された窓枠と、を備え、

　前記窓枠は、前記溝に嵌入される凸部を備えているとともに、前記窓枠の断面において

、内側の段差が外側の段差に比べて大きい段違いの形状となっており、

　前記凸部が前記溝に嵌入された状態において前記窓枠の内側に形成された隙間に、スラ

イド式の扉が設けられていることを特徴とする蓋板。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、金具類及び金釘無し棺の構成要素のうちの１つである蓋板に関する。

【背景技術】

【０００２】

　従来から、火葬用の棺は、可燃性の複数の板材を組み立てることにより製造されている

。このような火葬用の棺に関する技術として、例えば、特許文献１には、金釘及び金具類

を用いず、組立てを容易に短時間で行うことができる棺桶が開示されている。
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【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ３ １ １ 号 公 報 （ ２ ０ ０ ２ 年 １ ０ 月 ０ ２ 日 公 開 ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 、 棺 桶 の 開 示 は あ る が 、 蓋 板 が 取 り 付 け ら れ た 棺 に つ い て

の 開 示 は 無 い 。 そ の た め 、 蓋 板 と 側 板 と の 接 合 に 金 具 類 等 が 用 い ら れ る 可 能 性 が あ る 。 特

許 文 献 １ に 開 示 の 構 成 は 、 棺 桶 の 運 搬 保 管 の 観 点 か ら 想 到 さ れ た 構 成 で あ っ て 、 有 害 物 質

の 発 生 の 抑 制 の 観 点 か ら 想 到 さ れ た も の で は 無 い 。 そ の た め 、 特 許 文 献 １ に お い て 、 上 記

の よ う に 金 具 類 等 が 用 い ら れ る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 棺 の 燃 焼

に 伴 う 有 害 物 質 の 発 生 を 抑 制 す る こ と 、 お よ び 故 人 の 遺 骨 に 金 釘 や タ ッ カ ー 針 が 混 入 し た

り 、 金 釘 や タ ッ カ ー 針 に よ り 故 人 の 遺 骨 を 傷 つ け た り す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 蓋

板 を 実 現 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 般 に 、 棺 の 製 造 に お い て 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い た 場 合 、 棺 の 燃 焼 に お い て 、 有 害 物 質

（ 例 ： ダ イ オ キ シ ン 又 は 二 酸 化 炭 素 ） が 発 生 す る 。 こ の 有 害 物 質 の 発 生 は 、 火 葬 場 を 管 轄

す る 役 所 又 は 火 葬 場 の 現 場 担 当 者 に と っ て 解 決 す べ き 重 要 な 課 題 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ こ で 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 棺 を 提 供 す べ く 、 本 発 明 者 は 、 鋭 意 研 究 の 末 、 全 て の 構 成

要 素 が 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 棺 を 想 到 す る に 至 っ た 。 本 発 明 は 、 こ の よ う な 全 て の 構 成

要 素 が 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 の 構 成 要 素 の う ち の １ つ で あ る 蓋 板

に 関 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 つ ま り 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 蓋 板 は 、 全 て の 構 成 要 素 が 可 燃 性 素 材 よ り 形 成 さ れ て い

る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 に 用 い ら れ る 、 前 記 構 成 要 素 の う ち の １ つ で あ る 蓋 板 で あ っ て 、

前 記 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 の 内 部 を 視 認 す る た め の 窓 部 を 備 え 、 前 記 窓 部 に は 、 ス ラ イ ド

式 の 扉 が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 前 記 窓 部 は 、 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 の 内 部 を 視 認 で き る

よ う に な っ て お り 、 故 人 と の 最 後 の お 別 れ の 為 に 設 け ら れ て い る ス ラ イ ド 式 の 構 造 に も 特

殊 な 方 法 が 使 用 さ れ て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 棺 の 燃 焼 に 伴 う 有 害 物 質 の 発 生 を 抑 制 で き る 。 特 に 、 金 具 類

及 び 金 釘 か ら の 有 害 物 質 の 発 生 を 回 避 で き る の で 、 従 来 の 棺 に 比 べ 、 棺 の 燃 焼 に お け る 有

害 物 質 の 発 生 を 大 幅 に 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 さ ら に 、 棺 に 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い な い た め 、 以 下 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。 〔 １ 〕 火 葬

時 間 を 短 縮 で き る 。 こ れ に 伴 い 、 遺 族 の 待 ち 時 間 を 短 縮 で き る と と も に 、 火 葬 処 理 の 効 率

化 を 図 れ る 。 〔 ２ 〕 棺 の 燃 焼 後 に 、 金 具 類 及 び 金 釘 の 除 去 作 業 を 行 う 必 要 が 無 い 。 ま た 、

定 期 的 な 金 具 類 及 び 金 釘 の 回 収 作 業 を 行 う 必 要 が な い 。 そ の た め 、 上 記 除 去 作 業 及 び 回 収

作 業 に 対 す る 担 当 者 の 負 担 が 無 く な り 、 火 葬 に お け る 担 当 者 の 手 間 を 軽 減 で き る 。 ま た 、

産 廃 業 者 の 作 業 効 率 が 上 が る と 共 に 、 炉 の メ ン テ ナ ン ス に お け る 吸 引 パ イ プ 修 理 等 を 極 端

に 削 減 で き る 。 そ の 結 果 、 火 葬 場 で の 人 件 費 を 削 減 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 棺 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 第 １ 側 板 の 内 面 を 示 す 正 面 図 （ 裏 面 図 ） で あ る 。 （ ｂ ） は 、 底 板 の 内

面 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 （ ｃ ） は 、 第 ２ 側 板 の 内 面 を 示 す 正 面 図 （ 裏 面 図 ） で あ る 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 、 蓋 板 の 外 面 の う ち 、 一 端 付 近 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 （ ｂ ） は 、 図 ３ の

（ ａ ） 中 の Ａ － Ａ ＇ 断 面 に お け る 矢 視 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 １ 側 板 と 第 ２ 側 板 と の 接 合 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 第 １ 側 板 と 第 ２ 側 板 と の 別 の 接 合 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 蓋 板 と 第 １ 側 板 と の 接 合 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 底 板 か ら の 棺 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 蓋 板 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 、 第

１ 側 板 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｄ ） は 、 第 ２ 側 板 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示

す 側 面 図 で あ り 、 （ ｅ ） 及 び （ ｆ ） は 、 底 板 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｇ

） ～ （ ｉ ） は 、 補 強 板 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 （ ａ ） は 、 蓋 板 の コ ー ナ ー 部 分 の 接 合 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 底 板 の コ

ー ナ ー 部 分 の 接 合 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 棺 の 別 の 形 態 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 （ ａ ） は 、 底 板 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 上 記 底 板 に

対 し て 第 １ 側 板 及 び 第 ２ 側 板 を 起 立 さ せ て 接 合 し た と き の 様 子 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 （ ａ ） は 、 窓 枠 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 （ ａ ） に 示

す Ａ － Ａ 断 面 の 断 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 、 ス ラ イ ド 式 の 扉 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 上 面 図

で あ る 。

【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 、 蓋 板 の 上 面 の 一 部 の 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は

、 窓 枠 の 一 部 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 、 蓋 板 に 、 窓 枠 お よ び ス ラ イ ド 式 の 扉

を 取 付 け た と き の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 棺 の さ ら に 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 棺 の さ ら に 別 の 形 態 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 第 １ 側 板 と 底 板 と の 接 合 態 様 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 第 １ 側 板 と 第 ２ 側 板 と の 接 合 態 様 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 明 細 書 中 に お い て 、 「

留 め 具 」 と は 、 可 燃 性 を 有 す る 留 め 具 を 意 味 す る 。 ま た 、 後 述 す る 留 め 具 は 、 木 ダ ボ で あ

っ て も 良 く 、 木 釘 、 竹 釘 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 留 め 具 の 材 質 と し て は 、 可 燃 性 素 材 で あ

れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 桐 材 、 紙 材 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 留 め 具 の 材 料 と し て は そ の 他 、 可 燃 性 の 非 金 属 性 材 料 、 可 燃 性 の プ ラ ス チ ッ ク 材

料 や 、 可 燃 性 の ガ ラ ス 材 料 （ 例 え ば 、 グ ラ ス フ ァ イ バ ー な ど ） な ど も 含 ま れ る 。 ま た 、 た

と え 金 属 製 の も の で あ っ て も チ タ ン の よ う に 可 燃 性 の 金 属 類 は 、 留 め 具 の 材 料 と し て 使 用

で き る 。 ま た 、 貝 殻 の よ う に 石 灰 質 で 作 ら れ た よ う な も の で も 、 留 め 具 の 材 料 と し て 使 用

で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ は 、 棺 １ （ 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 ） の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 棺 １ は 、 棺 １ の 長

手 方 向 の 側 面 を 構 成 す る ２ 枚 の 第 １ 側 板 ２ （ 側 板 ） 、 棺 １ の 短 手 方 向 の 側 面 を 構 成 す る ２

枚 の 第 ２ 側 板 ３ （ 側 板 ） 、 底 板 ４ 及 び 蓋 板 ５ を 備 え る 。 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ を 接 合

す る こ と で 棺 １ の 壁 面 が 構 成 さ れ る 。 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ の い ず れ 一 方 を 「 妻 板 」

と 称 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 １ 側 板 ２ 、 第 ２ 側 板 ３ 、 底 板 ４ 及 び 蓋 板 ５ の そ れ ぞ れ の 材 質 と し て は 、 可 燃 性 素 材 で

あ れ ば 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 桐 材 、 紙 材 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 第 １ 側 板 ２ 、 第 ２ 側 板 ３

及 び 蓋 板 ５ の 外 面 に お い て は 、 外 観 を 向 上 さ せ る た め の 装 飾 が 施 さ れ て い て も 良 い 。 以 下

、 第 １ 側 板 ２ 、 第 ２ 側 板 ３ 、 底 板 ４ 及 び 蓋 板 ５ の そ れ ぞ れ の 構 成 、 及 び こ れ ら の 部 材 の 接
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合 の 仕 方 に つ い て 順 を 追 っ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ の （ ａ ） は 、 第 １ 側 板 ２ の 内 面 を 示 す 正 面 図 （ 裏 面 図 ） で あ る 。 第 １ 側 板 ２ の 紙 面

向 か っ て 上 端 部 付 近 （ 蓋 板 ５ が 配 置 さ れ る 側 ） に お い て 、 左 右 方 向 （ 長 手 方 向 ） の 一 端 か

ら 他 端 に 向 か っ て 水 平 方 向 へ 、 留 め 具 （ 例 え ば 、 三 角 ダ ボ 、 木 釘 、 竹 釘 な ど ） が 打 ち 込 ま

れ る 第 ４ 打 ち 込 み 孔 ６ ａ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 棺 １ の 内 部 に は 、 シ ー ト が 設 け ら れ て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、 棺 １ の 内 部 に シ ー ト を 位

置 決 め し た 後 、 留 め 具 が 第 ４ 打 ち 込 み 孔 ６ ａ に 打 ち 込 ま れ る 。 そ の た め 、 当 該 シ ー ト を 金

具 類 （ 例 え ば 、 タ ッ カ ー 針 等 ） で 棺 の 内 部 に 固 定 す る 必 要 が 無 い 。 し た が っ て 、 シ ー ト を

設 け る と き 必 要 と な る 金 具 類 に よ る 有 害 物 質 の 発 生 を 回 避 で き る 。 上 記 シ ー ト と し て は 、

遺 体 か ら 出 る 液 が 棺 １ か ら 漏 れ な い よ う に す る た め の 防 水 ビ ニ ー ル 、 ま た は 飾 り 布 な ど が

挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 第 １ 側 板 ２ の 紙 面 向 か っ て 下 端 部 付 近 に お い て 、 左 右 方 向 の 一 端 か ら 他 端 に 向 か

っ て 水 平 方 向 へ 、 底 板 ４ を 嵌 合 す る た め の 溝 ７ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 溝 ７ ａ の 底 に は 、 留

め 具 が 打 ち 込 ま れ る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ は 、

第 １ 側 板 ２ の 側 壁 の 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い て も 良 い し 、 貫 通 し な い よ う

に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ２ の （ ｂ ） は 、 底 板 ４ の 内 面 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 底 板 ４ の 、 長 手 方 向 の 側 壁 上 に は

、 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 底 板 ４ の 、 短 手 方 向 の 側 壁 上 に は 、

第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 底 板 ４ の 、 長 手 方 向 の 側 壁 上 に 形 成 さ れ て い る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ へ 留 め 具 を 水 平 方 向

に 打 ち 込 み 、 留 め 具 が 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ か ら 突 出 し て い る 状 態 に お い て 、 溝 ７ ａ に 形 成

さ れ て い る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ へ 該 留 め 具 が 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 側 板 ２ と 底 板 ４

と が 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 逆 に 、 第 １ 側 板 ２ の 溝 ７ ａ に 形 成 さ れ て い る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ へ 留 め 具 を 水 平

方 向 に 打 ち 込 み 、 留 め 具 が 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ か ら 突 出 し て い る 状 態 に お い て 、 底 板 ４ の

長 手 方 向 の 側 壁 上 に 形 成 さ れ て い る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ へ 該 留 め 具 が 挿 入 さ れ る こ と に よ

り 、 第 １ 側 板 ２ と 底 板 ４ と が 接 合 さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 な お 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 底 板 ４ の 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ は 、 底 板 ４ と 第 １ 側 板 ２ と を 接 合 で

き る の で あ れ ば 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 底 板 ４ の そ れ ぞ れ に １ つ の み 形 成 さ れ て い て も 良 い し 、

複 数 形 成 さ れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ の （ ｃ ） は 、 第 ２ 側 板 ３ の 内 面 を 示 す 正 面 図 （ 裏 面 図 ） で あ る 。 第 ２ 側 板 ３ の 紙 面

向 か っ て 上 端 部 付 近 （ 蓋 板 ５ が 配 置 さ れ る 側 ） に お い て 、 左 右 方 向 （ 長 手 方 向 ） の 一 端 か

ら 他 端 に 向 か っ て 水 平 方 向 へ 、 留 め 具 が 打 ち 込 ま れ る 第 ４ 打 ち 込 み 孔 ６ ｂ が 複 数 形 成 さ れ

て い る 。 ま た 、 第 ４ 打 ち 込 み 孔 ６ ｂ が 形 成 さ れ る 位 置 は 、 第 １ 側 板 ２ に 形 成 さ れ て い る 第

４ 打 ち 込 み 孔 ６ ａ の 位 置 （ 高 さ ） と 同 様 の 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 第 ２ 側 板 ３ の 紙 面 向 か っ て 下 端 部 付 近 に お い て 、 左 右 方 向 の 一 端 か ら 他 端 に 向 か

っ て 水 平 方 向 へ 、 底 板 ４ を 嵌 合 す る た め の 溝 ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 溝 ７ ｂ の 底 に は 、 留

め 具 が 打 ち 込 ま れ る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ｂ は 、 第 ２

側 板 ３ の 側 壁 の 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い て も 良 い し 、 貫 通 し な い よ う に 形

成 さ れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 第 １ 側 板 ２ と 底 板 ４ と が 接 合 さ れ た 状 態 に お い て 、 例 え ば 、 底 板 ４ の 、 短 手 方 向 の 側 壁

上 に 形 成 さ れ て い る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ｂ へ 留 め 具 を 水 平 方 向 に 打 ち 込 み 、 留 め 具 が 第 ６ 打

ち 込 み 孔 ８ ｂ か ら 突 出 し て い る 状 態 に お い て 、 溝 ７ ｂ に 形 成 さ れ て い る 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８

ｂ へ 該 留 め 具 が 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ 側 板 ３ と 底 板 ４ と が 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 第 ２ 側 板 ３ 及 び 底 板 ４ の 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ｂ は 、 底 板 ４ と 第 ２ 側 板 ３ と を 接 合 で き る の

で あ れ ば 、 第 ２ 側 板 ３ 及 び 底 板 ４ の そ れ ぞ れ に １ つ の み 形 成 さ れ て い て も 良 い し 、 複 数 形

成 さ れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 側 板 ２ と 底 板 ４ と を 接 合 し た 後 、 第 ２ 側 板 ３ と 底 板 ４

と を 接 合 さ せ る と い う 接 合 順 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 第 １ 側 板 ２ 、 第 ２ 側 板 ３ 及 び 底 板

４ の 接 合 順 は 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 図 ２ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 側 板 ２ は 、 そ の 長 手 方 向 の 両 端 部 に 、 第 ２ 側 板

３ と 接 合 さ れ る 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ を 有 す る 。 ま た 、 図 ２ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 側 板

３ は 、 そ の 長 手 方 向 の 両 端 部 に 、 第 １ 側 板 ２ と 接 合 さ れ る 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ を 有 す る 。 第

１ 接 合 端 部 ３ ８ 及 び 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ の 形 状 は 、 後 述 す る 接 合 様 態 に 応 じ て 適 宜 選 択 さ れ

る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ３ の （ ａ ） は 、 蓋 板 ５ の 外 面 の う ち の 一 端 付 近 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ の （

ｂ ） は 、 図 ３ の （ ａ ） 中 の Ａ － Ａ ＇ 断 面 に お け る 矢 視 断 面 図 で あ る 。 蓋 板 ５ の 外 面 上 の 一

端 に お け る 、 紙 面 向 か っ て 上 端 と 下 端 と の 略 中 央 部 （ 短 手 方 向 の 略 中 央 部 ） に は 、 略 四 角

形 の 穴 （ 窓 部 ） が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 蓋 板 ５ に は 、 該 穴 を 覆 う た め に 、 可 動 板 １ １ が

設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 す な わ ち 、 蓋 板 ５ に は 、 棺 １ の 内 部 を 視 認 す る た め の 穴 が 設 け ら れ て お り 、 該 穴 に は 、

ス ラ イ ド 式 の 可 動 板 １ １ （ 扉 ） が 設 け ら れ て い る 。 穴 に 設 け る 可 動 板 １ １ を ス ラ イ ド 式 に

す る こ と で 、 観 音 開 き 式 の 扉 と 比 較 し て 、 可 動 板 １ １ 及 び そ の 周 辺 の 部 材 を す べ て 可 燃 性

の 素 材 で 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 可 動 板 １ １ は 、 支 持 部 材 １ ０ ａ ～ １ ０ ｃ に よ り 、 使 用 者 が 把 持 部 材 ９ を 掴 み 、 紙 面 向 か

っ て 左 右 方 向 へ 可 動 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 上 記 穴 が 覆 わ れ た 状 態 に お い て 、 可 動 板

１ １ を 紙 面 向 か っ て 右 方 向 へ 動 か す と 、 支 持 部 材 １ ０ ｂ の 端 部 に お い て 、 支 持 部 材 １ ０ ａ

と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 支 持 部 材 １ ０ ｃ と 可 動 板 １ １ と が 当 接 す る こ と に よ り 、

可 動 板 １ １ の 動 き が 制 限 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 蓋 板 ５ が ス ラ イ ド 式 の 扉 を 有 す る 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 蓋

板 ５ が 、 観 音 開 き 式 の 扉 を 有 し て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 第 １ 側 板 ２ の 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ と 第 ２ 側 板 ３ の 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ と の 接 合 態 様 を

、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。 ま ず 、 当 該 接 合 態 様 の 一 例 に つ い て 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図

４ は 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と の 接 合 の 一 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 図 １ の

点 線 内 の う ち 、 要 部 を 示 す 図 で あ る 。 第 １ 側 板 ２ の 、 短 手 方 向 の 側 壁 の 上 端 部 に お い て 、

長 手 方 向 へ 切 り 欠 き が 形 成 さ れ て い る 。 該 切 り 欠 き が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 側 板 ２

の 上 記 上 端 部 に は 、 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ 及 び 第 １ 接 合 端 面 １ ７ ａ が 形 成 さ れ て い る （ 以 降 、

第 １ 接 合 面 １ ６ ａ 及 び 第 １ 接 合 端 面 １ ７ ａ を 総 称 し て 第 １ 接 合 面 ３ ６ と 称 す る ） 。 ま た 、

第 ２ 側 板 ３ の 、 短 手 方 向 の 側 壁 の 上 端 部 に お い て 、 長 手 方 向 へ 切 り 欠 き が 形 成 さ れ て い る

。 該 切 り 欠 き が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ 及 び 第 ２ 接 合 端 面 １ ７ ｂ が 形 成

さ れ て い る （ 以 降 、 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ 及 び 第 ２ 接 合 端 面 １ ７ ｂ を 総 称 し て 第 ２ 接 合 面 ３ ７

と 称 す る ） 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 側 板 ２ の 短 手 方 向 の 側 壁 面 ３ １ と 、 第 ２ 側 板 ３ の 端 部 ３ ２ と を

重 ね 合 わ せ 、 第 １ 接 合 面 ３ ６ 及 び 第 ２ 接 合 面 ３ ７ へ 、 接 合 部 材 １ ５ を 載 置 す る 。 接 合 部 材

１ ５ は 、 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ 及 び 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ の 双 方 に 跨 る 形 状 を 有 す る 。 具 体 的 に 、

接 合 部 材 １ ５ の 接 合 面 １ ８ ａ の 形 状 は 、 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ の 形 状 と 略 一 致 し て い る 。 同 様

に 、 接 合 部 材 １ ５ の 接 合 面 １ ８ ｂ の 形 状 は 、 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ の 形 状 と 略 一 致 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 接 合 部 材 １ ５ は 、 接 合 部 材 １ ５ の 接 合 面 １ ８ ａ と 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ と が 接 し 、 か つ 接 合

部 材 １ ５ の 接 合 面 １ ８ ｂ と 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ と が 接 す る よ う に 、 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ 上 及 び

第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ 上 に 載 置 さ れ る 。 こ の よ う に 接 合 部 材 １ ５ が 載 置 さ れ た と き 、 第 １ 接 合

端 面 １ ７ ａ が 接 合 部 材 １ ５ の 対 向 面 ２ １ ａ と 接 す る と 共 に 、 第 ２ 接 合 端 面 １ ７ ｂ が 接 合 部

材 １ ５ の 対 向 面 ２ １ ｂ と 接 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 つ ま り 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ 及 び 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ に は 、 上 述 し た よ う

に 、 そ れ ぞ れ 切 り 欠 き が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 接 合 部 材 １ ５ は 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２

側 板 ３ を 接 合 し た と き に 上 記 切 り 欠 き に よ っ て 形 成 さ れ る 形 状 と 同 一 の 形 状 （ Ｌ 字 形 状 ）

を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 接 合 部 材 １ ５ を 側 壁 の 一 部 と し て 含 め る こ と が で き る 。 そ の

た め 、 金 釘 及 び 金 具 類 を 用 い て 接 合 す る 従 来 の 棺 と 同 様 の 形 状 （ 例 ： 略 直 方 体 ） を 維 持 で

き る 。 ま た 、 安 定 し て 蓋 板 ５ を 側 壁 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 接 合 部 材 １ ５ の 接 合 面 １ ８ ａ 及 び １ ８ ｂ に は 、 留 め 具 ２ ０ を 打 ち 込 む た め の 第 １

打 ち 込 み 孔 １ ９ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ 上 及 び 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ

上 に は 、 留 め 具 ２ ０ を 打 ち 込 む た め の 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 接 合 部 材

１ ５ が 第 １ 接 合 面 ３ ６ 及 び 第 ２ 接 合 面 ３ ７ に 載 置 さ れ る と き 、 例 え ば 、 ま ず 、 第 １ 接 合 面

１ ６ ａ 及 び 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ に 形 成 さ れ て い る 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ へ 、 留 め 具 ２ ０ が 鉛

直 方 向 に 打 ち 込 ま れ る 。 留 め 具 ２ ０ が 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ か ら 突 出 し て い る 状 態 に お い

て 、 接 合 部 材 １ ５ の 接 合 面 １ ８ ａ 上 及 び １ ８ ｂ 上 に 形 成 さ れ て い る 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ａ

へ 該 留 め 具 ２ ０ が 挿 入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 接 合 部 材 １ ５ が 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ と

接 合 さ れ 、 そ の 結 果 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と が 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ は 、 接 合 面 １ ８ ａ 及 び １ ８ ｂ で 構 成 さ れ る Ｌ

字 形 状 の 接 合 面 の 中 央 部 付 近 （ Ｌ 字 の 角 付 近 ） の １ 点 、 及 び Ｌ 字 形 状 の 接 合 面 の 両 端 部 付

近 の ２ 点 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の ３ 点 の 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ に 留 め 具 ２ ０ の 一 端 を 打 ち

込 み 、 接 合 部 材 １ ５ の 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ に 留 め 具 ２ ０ の 他 端 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、

第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ を 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 棺 １ は 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と を 接 合 す る た

め に 、 留 め 具 ２ ０ が 鉛 直 方 向 に 打 ち 込 ま れ て い る 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 可 燃 性 素 材 で 形

成 さ れ た 複 数 の 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ を 、 留 め 具 ２ ０ に よ り 接 合 で き る 。 そ の た め 、

金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 か つ 容 易 に 複 数 の 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ を 接 合 し

た 棺 １ を 提 供 で き る 。 ま た 、 少 な く と も 複 数 の 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ の 接 合 に 金 具 類

及 び 金 釘 を 用 い な い 棺 １ を 、 容 易 に か つ 短 時 間 で 製 造 で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 な お 、 上 述 し た 留 め 具 ２ ０ の 形 状 と し て は 、 略 三 角 形 状 、 略 丸 形 状 等 が 挙 げ ら れ る 。 さ

ら に 、 各 打 ち 込 み 孔 の 形 状 に つ い て は 、 用 い る 留 め 具 ２ ０ の 形 状 に よ り 適 宜 決 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 接 合 面 １ ８ ａ 及 び １ ８ ｂ に 形 成 さ れ て い る 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ａ 及 び １ ９ ｂ は 、

接 合 部 材 １ ５ の 鉛 直 方 向 の 厚 さ 方 向 へ 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い て も 良 い し 、 貫 通 し な

い よ う に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 ２ 側 板 ３ の 側 壁 面 ３ １

と 、 第 １ 側 板 ２ の 端 部 ３ ２ と を 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と を 接
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合 さ せ て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 接 合 部 材 １ ５ の 形 状 と し て は 、 上 述 し た よ う に 、 接 合 面 １ ８ ａ 及 び １ ８ ｂ の そ れ

ぞ れ の 形 状 が 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ 及 び 第 ２ 接 合 面 １ ６ ｂ と 略 一 致 し 、 か つ 、 対 向 面 ２ １ ａ 及

び ２ １ ｂ の そ れ ぞ れ の 形 状 が 第 １ 接 合 面 １ ６ ａ 及 び 第 １ 接 合 端 面 １ ７ ａ と 略 一 致 し て い れ

ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 上 記 形 状 と し て は 、 例 え ば 、 上 述 し た 略 Ｌ 字 型 の 他 、 略 く の 字 型

、 略 Ｃ 字 型 等 が 挙 げ ら れ る 。 さ ら に 、 接 合 部 材 １ ５ の 材 質 と し て は 、 可 燃 性 の 素 材 の も の

で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 桐 材 、 紙 材 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 以 上 の 説 明 で は 、 接 合 部 材 １ ５ の 配 置 箇 所 の 内 の １ 箇 所 の 例 を 示 し て い る が 、 接

合 部 材 １ ５ の 配 置 位 置 は 、 第 １ 側 板 ２ 、 第 ２ 側 板 ３ 及 び 底 板 ４ で 構 成 さ れ る 棺 桶 の 、 蓋 板

５ と 対 向 す る 上 側 の ４ 隅 と 、 底 板 ４ 付 近 の 下 側 の ４ 隅 の 合 計 ８ 箇 所 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 接 合 部 材 １ ５ 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ は 接 着 剤 を 用 い て 接 合 さ れ て も 良 い 。

上 記 接 着 剤 は 、 燃 焼 時 に 有 毒 ガ ス が 発 生 し な い も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 一

般 的 な 接 着 剤 を 含 め 、 低 融 点 ガ ラ ス 系 な ど の 無 機 接 着 剤 や 、 セ ル ロ ー ス 系 な ど の 天 然 物 接

着 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 次 に 、 第 １ 側 板 ２ の 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ と 第 ２ 側 板 ３ の 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ と の 接 合 態 様 の

別 例 に つ い て 、 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ の （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側

板 ３ と の 接 合 の 一 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ５ の （ ｂ ） で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 第 １ 接

合 端 部 ３ ８ と 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ と を 透 視 図 と し て 図 示 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ５ の （ ａ ） に 示 す 通 り 、 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ 及 び 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ の そ れ ぞ れ に は 、 第

１ 接 合 端 部 ３ ８ 及 び 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ が 互 い に 嵌 合 す る 複 数 の 凹 凸 部 ２ ２ 及 び ２ ３ が 形 成

さ れ て い る 。 凹 凸 部 ２ ２ の 接 合 面 ２ ２ ａ と 、 凹 凸 部 ２ ３ の 接 合 面 ２ ３ ａ と が 互 い 違 い に 重

な る よ う に 、 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ と 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ と が 嵌 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 図 ５ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 複 数 の 凹 凸 部 ２ ２ 及 び ２ ３ の そ れ ぞ れ に は 、 凹 凸 部

２ ２ 及 び ２ ３ を 互 い に 接 合 す る た め に 、 留 め 具 ２ ５ が 打 ち 込 ま れ る 第 ２ 打 ち 込 み 孔 ２ ４ が

形 成 さ れ て い る 。 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ と 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ と が 凹 凸 部 ２ ２ 及 び ２ ３ に よ っ て

嵌 合 さ れ 、 こ の 状 態 に お い て 、 留 め 具 ２ ５ を 第 ２ 打 ち 込 み 孔 ２ ４ へ 鉛 直 方 向 に 打 ち 込 む こ

と に よ り 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と が 接 合 さ れ る （ 固 定 さ れ る ） 。 な お 、 凹 凸 部 ２ ２ と

凹 凸 部 ２ ３ と は 互 い に 接 着 剤 を 用 い て 接 合 さ れ て も 良 い 。 上 記 構 成 に よ っ て も 、 金 具 類 及

び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 か つ 容 易 に 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ を 接 合 で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 凹 凸 部 ２ ２ 及 び ２ ３ の 形 状 と し て は 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と を 互 い に 嵌 合 可

能 な 形 状 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 略 扇 形 、 略 台 形 型 、 略 長 方 形 型 等 が 挙 げ ら れ る

。 凹 凸 部 ２ ２ 及 び ２ ３ を 形 成 す る た め の 手 段 と し て は 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と の 材 質

に 応 じ て 適 宜 決 定 さ れ る 。 ま た 、 留 め 具 ２ ５ の 形 状 と し て は 、 複 数 の 凹 凸 部 ２ ２ 及 び ２ ３

が 互 い に 嵌 合 さ れ た 状 態 で 保 持 で き る 程 度 の 長 さ を 有 す る 形 状 の も の で あ れ ば 、 特 に 限 定

さ れ な い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 、 蓋 板 ５ と 第 １ 側 板 ２ と の 接 合 態 様 の 一 例 に つ い て 、 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６

は 、 蓋 板 ５ と 第 １ 側 板 ２ と の 接 合 の 一 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 蓋 板 ５

の 側 壁 と 第 １ 側 板 ２ の 外 面 と を 透 視 図 と し て 図 示 し て い る 。 ま た 、 図 ６ 及 び 後 述 の 図 ７ に

お い て は 、 接 合 部 材 １ ５ が 、 蓋 板 ５ が 載 置 さ れ る 側 に の み 設 け ら れ た 構 成 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 第 １ 側 板 ２ の 長 手 方 向 の 側 壁 面 の う ち 、 蓋 板 ５ と 対 向 す る 第 ２ 対 向 面 ２ ｂ 上 に 、 留 め 具

２ ０ を 打 ち 込 む た め の 第 ３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 対 向 面 ２ ｂ
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と 対 向 す る 蓋 板 ５ の 第 １ 対 向 面 ５ ｂ 上 に お い て も 、 第 ３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る

。 例 え ば 、 第 ２ 対 向 面 ２ ｂ に 形 成 さ れ て い る 第 ３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ へ 、 留 め 具 ２ ０ を 水 平 方

向 に 打 ち 込 み 、 留 め 具 ２ ０ が 第 ３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ か ら 突 出 し て い る 状 態 に お い て 、 第 １ 対

向 面 ５ ｂ 上 に 形 成 さ れ て い る 第 ３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ へ 該 留 め 具 ２ ０ が 挿 入 さ れ る こ と に よ り

、 蓋 板 ５ と 第 １ 側 板 ２ と が 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 留 め 具 ２ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く

、 か つ 容 易 に 、 蓋 板 ５ を 第 １ 側 板 ２ に 固 定 で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 な お 、 蓋 板 ５ に 形 成 さ れ て い る 第 ３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ は 、 蓋 板 ５ の 側 壁 の 厚 さ 方 向 へ 貫 通

す る よ う に 形 成 さ れ て い て も 良 い し 、 貫 通 し な い よ う に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 ま た 、 第

３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ は 、 蓋 板 ５ の 短 手 方 向 の 側 壁 （ 不 図 示 ） の 厚 さ 方 向 に 形 成 さ れ て い て も

良 い 。 こ の 場 合 、 第 ２ 側 板 ３ の 、 蓋 板 ５ の 短 手 方 向 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 打 ち 込 み 孔 と 対 向

す る 位 置 に 、 留 め 具 ２ ０ が 打 ち 込 ま れ る 打 ち 込 み 孔 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 さ ら に 、 接 合 部 材 １ ５ を 用 い て 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と が 接 合 さ れ て い る 場 合 に は 、

接 合 部 材 １ ５ の 外 面 １ ５ ａ （ 図 ４ 参 照 ） 上 に 、 第 ３ 打 ち 込 み 孔 ２ ７ が 形 成 さ れ て い て も 良

い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 ７ は 、 底 板 ４ 側 か ら の 棺 １ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 図 ７ に お い て 、 第 １ 側

板 ２ の 外 面 及 び 補 強 板 ３ ０ の 一 部 に つ い て は 、 説 明 の 便 宜 上 、 透 視 図 と し て 図 示 し て い る

。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 底 板 ４ の 外 面 上 に 、 対 向 す る 第 １ 側 板 ２ 同 士 に 亘 っ て 、 棺 １ を 補 強 す る 補 強 板 ３ ０ が 設

け ら れ て い る 。 補 強 板 ３ ０ は 、 第 １ 側 板 ２ と 対 向 す る 第 ３ 対 向 面 ３ ４ を 有 し て い る 。 同 様

に 、 第 １ 側 板 ２ は 、 補 強 板 ３ ０ と 対 向 す る 第 ４ 対 向 面 ３ ５ を 有 し て い る 。 第 ３ 対 向 面 ３ ４

及 び 第 ４ 対 向 面 ３ ５ の そ れ ぞ れ に は 、 補 強 板 ３ ０ を 第 １ 側 板 ２ に 接 合 す る た め に 、 留 め 具

２ ０ が 打 ち 込 ま れ る 第 ５ 打 ち 込 み 孔 ２ ９ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 例 え ば 、 第 ４ 対 向 面 ３ ５ に 形 成 さ れ て い る 第 ５ 打 ち 込 み 孔 ２ ９ へ 、 留 め 具 ２ ０ を 鉛 直 方

向 に 打 ち 込 み 、 第 ５ 打 ち 込 み 孔 ２ ９ へ 挿 入 さ れ た 留 め 具 ２ ０ へ 、 第 ３ 対 向 面 ３ ４ 上 に 形 成

さ れ て い る 第 ５ 打 ち 込 み 孔 ２ ９ が 挿 入 さ れ る こ と で 、 第 １ 側 板 ２ と 補 強 板 ３ ０ と が 接 合 さ

れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 補 強 板 ３ ０ を 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 第 １ 側 板 ２ に 固

定 で き る 。 そ の た め 、 棺 １ の 火 葬 時 に 、 補 強 板 ３ ０ を 設 け る と き に 必 要 と な る 金 具 類 及 び

金 釘 に よ る 有 害 物 質 の 発 生 を 回 避 で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 な お 、 図 ７ の 例 で は 、 第 １ 側 板 ２ の 、 補 強 板 ３ ０ が 設 け ら れ る 部 分 に 凹 部 が 形 成 さ れ て

お り 、 当 該 凹 部 に 補 強 板 ３ ０ が 嵌 合 可 能 と な っ て い る が 、 第 １ 側 板 ２ に 凹 部 が 形 成 さ れ て

い な く て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 、 対 向 す る 第 ２ 側 板 ３ 同 士 に 亘 っ て 、 棺 １ を 補 強 す る よ う に 補 強 板 （ 不 図 示 ） が 設

け ら れ て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、 補 強 板 及 び 第 ２ 側 板 ３ に は 、 そ れ ぞ れ 対 向 す る 位 置 に 、

留 め 具 が 打 ち 込 ま れ る 打 ち 込 み 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 該 補 強 板 の み が 棺 １ に 設 け ら

れ て い て も 良 い し 、 補 強 板 ３ ０ と 組 み 合 わ せ て 棺 １ を 補 強 す る も の で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ま た 、 図 ６ に お い て 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ と 蓋 板 ５ と が 接 着 剤 を 用 い て 接 着 さ れ

て も 良 い し 、 図 ７ に お い て 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ と 補 強 板 ３ ０ と が 接 着 剤 を 用 い て

接 着 さ れ て も 良 い 。
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【 ０ ０ ６ １ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 留 め 具 ２ ０ を 鉛 直 方 向 に 打 ち 込 ん で 補 強 板 ３ ０ を 第 １ 側 板 ２ に

固 定 す る 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 補 強 板 ３ ０ の 取 付 方 法 は こ の よ う な 方 法 に 限 定 さ れ な

い 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態 の 棺 １ に お い て 、 留 め 具 ２ ０ を 鉛 直 方 向 に 打 ち 込 ん で 固 定 す る 補

強 板 ３ ０ に 替 え て 、 後 述 す る 図 １ ０ に 示 す 補 強 板 ３ ０ ａ の よ う に 留 め 具 ２ ０ を 水 平 方 向 に

打 ち 込 ん で 棺 １ を 補 強 す る 構 造 を 採 用 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 次 に 、 図 ８ の （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 蓋 板 の 別 の 形 態 で あ る 蓋 板 ５ ａ の 構 造 を 示 す 側 面 図

で あ る 。 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 蓋 板 ５ ａ の 外 周 部 に は 段 差 ５ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ

の 段 差 ５ ｃ を 設 け る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 蓋 板 ５ ａ の 下 面 側 の 凸 部 を 棺 桶 の 開 口 部 に 嵌

合 さ せ る こ と に よ り 、 蓋 板 ５ ａ が 水 平 方 向 に ス ラ イ ド し て 棺 桶 か ら 外 れ る こ と を 防 止 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 次 に 、 図 ８ の （ ｃ ） は 、 第 １ 側 板 ２ ａ の 側 面 図 で あ り 、 図 ８ の （ ｄ ） は 、 第 ２ 側 板 ３ ａ

の 側 面 図 で あ る 。 第 １ 側 板 ２ ａ の 左 右 の 両 端 に は 、 ２ つ ず つ 第 ７ 打 ち 込 み 孔 ４ ０ が 形 成 さ

れ て お り 、 留 め 具 ２ ０ の 一 端 を 挿 入 す る こ と が 可 能 に な っ て い る 。 第 ２ 側 板 ３ ａ の 左 右 の

両 端 に 形 成 さ れ た ２ つ ず つ の 孔 に は 、 留 め 具 ２ ０ の 他 端 が 挿 入 さ れ て お り 、 第 １ 側 板 ２ ａ

の 第 ７ 打 ち 込 み 孔 ４ ０ に 対 し て 、 第 ２ 側 板 ３ ａ に 装 着 さ れ た 留 め 具 ２ ０ が 打 ち 込 ま れ る こ

と に よ り 、 第 １ 側 板 ２ ａ と 第 ２ 側 板 ３ ａ と が 接 合 さ れ る 。 な お 、 第 ２ 側 板 ３ ａ の 左 右 の 両

端 に 形 成 さ れ た 孔 の 数 は ２ つ ず つ に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 第 １ 側 板 ２ ａ の 第 ７ 打 ち 込 み 孔

４ ０ に 対 し て 留 め 具 ２ ０ を 装 着 し た 状 態 で 、 留 め 具 ２ ０ を 第 ２ 側 板 ３ ａ の 端 部 に 形 成 さ れ

た 孔 に 打 ち 込 ん で も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ま た 、 第 １ 側 板 ２ ａ の 下 側 に は 、 底 板 ４ ａ の 外 周 部 を 挿 入 す る た め の 溝 が 形 成 さ れ て い

る 。 ま た 、 こ の 溝 の 底 に は 、 左 側 か ら 右 側 に 向 け て 水 平 に 複 数 の 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ が 形

成 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 上 記 の 溝 に 上 記 複 数 の 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ を 形 成 せ ず 、 単

に 底 板 ４ ａ の 外 周 部 を 溝 に 挿 入 す る よ う に す る だ け で も 底 板 ４ ａ を 固 定 す る こ と は 可 能 で

あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 次 に 、 図 ８ （ ｅ ） 及 び （ ｆ ） は 、 底 板 の 別 の 形 態 で あ る 底 板 ４ ａ の 構 造 を 示 す 側 面 図 で

あ る 。 底 板 ４ ａ の 外 周 部 に は 段 差 ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 段 差 ４ ｂ の 存 在 に よ り 、 底

板 ４ ａ が 第 １ 側 板 ２ ａ お よ び 第 ２ 側 板 ３ ａ か ら 構 成 さ れ る 側 壁 に 形 成 さ れ た 溝 を 外 れ て 棺

桶 が 底 抜 け す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ま た 、 図 ８ の （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 底 板 ４ ａ の 側 面 に は 、 左 側 か ら 右 側 に 向 け て 水 平 に

複 数 の 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ の 形 成 位 置 は

、 第 １ 側 板 ２ ａ の 溝 の 底 に 形 成 さ れ た 複 数 の 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ の 形 成 位 置 に 対 応 し て お

り 、 こ れ ら の 孔 に 留 め 具 ２ ０ の 両 端 が 打 ち 込 ま れ る こ と に よ り 、 底 板 ４ ａ が 、 第 １ 側 板 ２

ａ 及 び 第 ２ 側 板 ３ ａ と 接 合 さ れ る 。 上 述 の よ う に 、 底 板 ４ ａ の 側 面 に 第 ６ 打 ち 込 み 孔 ８ ａ

が 設 け ら れ る 必 要 は 必 ず し も な い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 次 に 、 図 ８ の （ ｇ ） ～ （ ｉ ） は 、 補 強 板 の 別 の 形 態 で あ る 補 強 板 ３ ０ ａ の 構 造 を 示 す 側

面 図 で あ る 。 図 ８ の （ ｇ ） お よ び （ ｈ ） に 示 す よ う に 、 補 強 板 ３ ０ ａ の 長 手 方 向 の 両 端 の

側 面 に は 、 留 め 具 ２ ０ を 打 ち 込 む た め の 複 数 の 打 ち 込 み 孔 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 次 に 、 図 ９ の （ ａ ） は 、 蓋 板 ５ ａ の コ ー ナ ー 部 分 の 接 合 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に 示

す よ う に 、 蓋 板 ５ ａ の 外 周 部 に 設 け ら れ た 段 差 ５ ｃ に よ る 凸 部 は 、 第 １ 側 板 ２ ａ の 上 端 と

接 合 さ れ る 。 図 ９ の （ ｂ ） は 、 底 板 ４ ａ の コ ー ナ ー 部 分 の 接 合 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 同 図

に 示 す よ う に 、 底 板 ４ ａ の 外 周 部 に 設 け ら れ た 段 差 ４ ｂ に よ る 凸 部 は 、 第 １ 側 板 ２ ａ の 内

面 の 下 側 に 形 成 さ れ た 溝 と 嵌 合 す る 。
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【 ０ ０ ６ ９ 】

　 図 １ ０ に 示 す 棺 １ ａ は 、 上 述 し た 手 法 に よ り 、 第 １ 側 板 ２ ａ 及 び 第 ２ 側 板 ３ ａ を 水 平 方

向 に 打 ち 込 ん だ 留 め 具 ２ ０ で 接 合 し て 構 成 し た も の で あ る 。 図 ７ に 示 す 形 態 で は 、 補 強 板

３ ０ に 対 し て 鉛 直 方 向 に 留 め 具 ２ ０ が 打 ち 込 ま れ て い た が 、 図 １ ０ に 示 す 形 態 で は 、 補 強

板 ３ ０ ａ に 対 し て 水 平 方 向 に 留 め 具 ２ ０ が 打 ち 込 ま れ て い る 点 で 異 な っ て い る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 棺 １ ま た は 棺 １ ａ の 製 造 方 法 は 、 主 と し て 以 下

の （ １ ） ～ （ ３ ） の 工 程 を 含 む 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 （ １ ） 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 側 板 ２ に 形 成 さ れ た 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ と 、 第 ２ 側 板

３ に 形 成 さ れ た 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ｂ と に 留 め 具 ２ ０ を 鉛 直 方 向 に 挿 入 す る （ 打 ち 込 む ）

こ と に よ り 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と を 接 合 す る 工 程 （ 側 板 接 合 工 程 ） 。 こ の 工 程 で は

、 接 合 部 材 １ ５ の 第 １ 打 ち 込 み 孔 １ ９ ａ に 該 留 め 具 ２ ０ を 挿 入 す る こ と に よ り 、 接 合 部 材

１ ５ 及 び 留 め 具 ２ ０ に よ っ て 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と を 接 合 す る 。

ま た は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 接 合 端 部 ３ ８ と 第 ２ 接 合 端 部 ３ ９ と が 凹 凸 部 ２ ２ 及 び ２

３ に よ っ て 嵌 合 さ れ 、 こ の 状 態 に お い て 、 留 め 具 ２ ５ を 第 ２ 打 ち 込 み 孔 ２ ４ へ 鉛 直 方 向 に

打 ち 込 む こ と に よ り 、 第 １ 側 板 ２ と 第 ２ 側 板 ３ と を 接 合 す る 工 程 （ 側 板 接 合 工 程 ） 。

ま た は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 留 め 具 ２ ０ を 水 平 方 向 に 打 ち 込 ん で 第 １ 側 板 ２ ａ と 第 ２ 側 板

３ ａ と を 接 合 す る 工 程 （ 側 板 接 合 工 程 ） 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 （ ２ ） 上 記 側 板 接 合 工 程 の 途 中 に お い て 、 底 板 ４ を 、 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ に 取 り

付 け る 工 程 （ 底 板 取 付 工 程 ） 。 こ の 工 程 で は 、 例 え ば 、 一 方 の 第 １ 側 板 ２ と ２ つ の 第 ２ 側

板 ３ と を 取 り 付 け た 後 、 底 板 ４ を ２ つ の 第 ２ 側 板 ３ の 溝 ７ ｂ に 嵌 合 し て ス ラ イ ド さ せ 、 該

第 １ 側 板 ２ の 溝 ７ ａ に 嵌 合 す る 。 そ の 後 、 他 方 の 第 １ 側 板 ２ の 溝 ７ ａ に 底 板 ４ が 嵌 合 す る

よ う に 、 該 第 １ 側 板 ２ と ２ つ の 第 ２ 側 板 ３ と を 接 合 す る 。 ま た は 、 上 記 側 板 接 合 工 程 の 途

中 に お い て 、 底 板 ４ ａ を 、 第 １ 側 板 ２ ａ 及 び 第 ２ 側 板 ３ ａ に 取 り 付 け る 工 程 （ 底 板 取 付 工

程 ） 。 こ の 工 程 に お い て も 、 上 記 と 同 様 に 、 底 板 ４ ａ が 、 第 １ 側 板 ２ ａ 及 び 第 ２ 側 板 ３ ａ

に 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 （ ３ ） 底 板 ４ を 保 持 し た 状 態 で 接 合 さ れ た 第 １ 側 板 ２ 及 び 第 ２ 側 板 ３ の 上 部 に 、 蓋 板 ５

を 取 り 付 け る 工 程 （ 蓋 板 取 付 工 程 ） 。

ま た は 、 底 板 ４ ａ を 保 持 し た 状 態 で 接 合 さ れ た 第 １ 側 板 ２ ａ 及 び 第 ２ 側 板 ３ ａ の 上 部 に 、

蓋 板 ５ ａ を 取 り 付 け る 工 程 （ 蓋 板 取 付 工 程 ） 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 上 記 方 法 に よ れ ば 、 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 複 数 の 側 板 を 、 可 燃 性 の 留 め 具 に よ り 接 合

で き る 。 そ の た め 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 か つ 容 易 に 複 数 の 側 板 を 接 合 し た

棺 を 提 供 で き る 。 ま た 、 少 な く と も 複 数 の 側 板 の 接 合 に 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い な い 棺 を 、

容 易 に か つ 短 時 間 で 製 造 で き る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 次 に 、 図 １ １ の （ ａ ） は 、 底 板 の 別 の 形 態 で あ る 底 板 ４ ｃ の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。

一 方 、 図 １ １ の （ ｂ ） は 、 底 板 ４ ｃ に 対 し て 第 １ 側 板 ２ ｃ 及 び 第 ２ 側 板 ３ ｃ を 起 立 さ せ て

接 合 し た と き の 様 子 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 は 、 上 述 し た 底 板 の 抜 け 防 止 の た め

の 補 強 板 を 用 い ず 、 台 座 的 な 底 板 ４ ｃ を 用 い る 点 で 、 上 述 し た 形 態 と 異 な っ て い る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 １ １ の （ ａ ） に 示 す よ う に 底 板 ４ ｃ の 上 面 側 は 開 口 部 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 開 口 部

の 底 に は 、 上 下 方 向 に 溝 ４ ｄ が 、 左 右 方 向 に 溝 ４ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 溝 ４ ｄ に は 、 第 ２

側 板 ３ ｃ の 端 部 が 起 立 し た 状 態 で 嵌 入 さ れ る 。 ま た 、 溝 ４ ｅ に は 、 第 １ 側 板 ２ ｃ の 端 部 が

起 立 し た 状 態 で 嵌 入 さ れ る 。 な お 、 溝 ４ ｄ の 形 成 位 置 は 、 図 １ １ の （ ａ ） に 示 す 位 置 か ら

底 板 ４ ｃ の 開 口 部 の 端 部 側 に ず ら し て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ７ お よ び 図 １

０ に 示 す 棺 桶 の よ う に 第 １ 側 板 及 び 第 ２ 側 板 が 面 一 に 接 合 さ れ た 棺 桶 を 溝 ４ ｄ に 嵌 入 し 、
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当 該 棺 桶 に 底 板 ４ ｃ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 次 に 、 図 １ ２ の （ ａ ） は 、 蓋 板 の 上 面 に 形 成 さ れ る 窓 部 の 周 囲 に 配 置 さ れ る 窓 枠 １ ０ ｄ

の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 窓 枠 １ ０ ｄ は 上 側 か ら 見 た 場 合 に 、 略 四 角

環 形 状 を 為 し て い る 。 ま た 、 図 １ ２ の （ ｂ ） は 、 図 １ ２ の （ ａ ） に 示 す Ａ － Ａ 断 面 の 断 面

図 で あ る 。 同 図 に 示 す 窓 枠 １ ０ ｄ の 下 部 の 凸 部 は 、 後 述 す る 溝 ５ ｆ に 嵌 合 さ れ る 。 ま た 、

図 １ ２ の （ ｃ ） は 、 ス ラ イ ド 式 の 可 動 板 １ １ ａ （ 扉 ） の 構 造 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 同 図 に

示 す よ う に 、 可 動 板 １ １ ａ に は 、 把 持 部 材 ９ ａ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 図 １ ３ の （ ａ ） に 示 す 蓋 板 ５ ｄ の 上 面 側 に は 、 遺 体 の 顔 が 見 え る よ う に 刳 り 貫 い た 窓 部

５ ｇ が 設 け ら れ て お り 、 窓 部 ５ ｇ の 周 囲 に は 、 図 １ ３ の （ ｂ ） に 示 す 窓 枠 １ ０ ｄ の 下 部 の

凸 部 が 嵌 入 さ れ る 溝 ５ ｆ が 形 成 さ れ て い る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 窓 枠 １ ０ ｄ の 断 面 は 、 内

側 と 外 側 と で 段 違 い の 形 状 に な っ て い る 。 段 差 が 大 き い 側 を 内 側 、 段 差 が 小 さ い 側 を 外 側

と な る よ う に 蓋 板 ５ ｄ に 窓 枠 １ ０ ｄ を 装 着 す れ ば 、 窓 枠 １ ０ ｄ の 断 面 の 内 側 に 隙 間 が で き

る 。 す な わ ち 、 図 １ ３ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 窓 枠 １ ０ ｄ の 下 部 の 凸 部 を 溝 ５ ｆ に 嵌 入 さ

せ た 状 態 で 、 窓 枠 １ ０ ｄ の 断 面 の 内 側 の 隙 間 に は 、 可 動 板 １ １ ａ を ス ラ イ ド さ せ る た め の

ガ イ ド の 役 割 を 果 た す 空 間 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 こ の よ う に 、 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 蓋 板 ５ ｄ は 、 棺 １ の 内 部 を 視 認 す る た

め の 窓 部 ５ ｇ を 備 え 、 窓 部 ５ ｇ に は 、 可 動 板 １ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 蓋 板

５ ｄ を 可 燃 性 の 素 材 で 構 成 す る こ と が で き る た め 、 棺 １ の 燃 焼 に 伴 う 有 害 物 質 の 発 生 を 抑

制 で き る 。 ま た 具 体 的 に は 、 蓋 板 ５ ｄ は 、 窓 部 ５ ｇ の 周 囲 に 形 成 さ れ た 溝 ５ ｆ と 、 溝 ５ ｆ

に 嵌 入 さ れ た 窓 枠 １ ０ ｄ と 、 を 備 え 、 窓 枠 １ ０ ｄ の 内 側 に 、 可 動 板 １ １ ａ が 設 け ら れ て い

る 。 こ れ に よ り 、 窓 枠 １ ０ ｄ と 可 動 板 １ １ ａ と を 可 燃 性 の 素 材 で 構 成 す る こ と が で き る た

め 、 棺 １ の 燃 焼 に 伴 う 有 害 物 質 の 発 生 を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 さ ら に 具 体 的 に は 、 図 １ ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 窓 枠 １ ０ ｄ は 、 溝 ５ ｆ に 嵌 入 さ れ る

凸 部 を 備 え て い る と と も に 、 窓 枠 １ ０ ｄ の 断 面 に お い て 、 内 側 の 段 差 が 外 側 の 段 差 に 比 べ

て 大 き い 段 違 い の 形 状 と な っ て い る 。 そ し て 、 図 １ ３ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 凸 部 が 溝 ５

ｆ に 嵌 入 さ れ た 状 態 に お い て 窓 枠 １ ０ ｄ の 内 側 に 形 成 さ れ た 隙 間 に 、 可 動 板 １ １ ａ が 設 け

ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 可 動 板 １ １ ａ が 窓 枠 １ ０ ｄ か ら 外 れ る の を 抑 制 す る こ と が で き

る 。 さ ら に 蝶 番 や 金 釘 、 タ ッ カ ー 針 を 一 切 使 用 し て い な い の で 、 故 人 の 遺 骨 を 傷 つ け た り

、 遺 骨 の 中 に 金 釘 や タ ッ カ ー 針 が 混 入 し た り す る こ と が 無 く な る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 次 に 、 図 １ ４ は 、 棺 １ の さ ら に 別 の 形 態 の 棺 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ４ に 示 す 棺 は

、 実 際 に 葬 儀 や 火 葬 が で き る 様 に 載 加 重 ２ ０ ０ ｋ ｇ の 試 験 に も 耐 え 、 な お か つ 火 葬 時 に お

け る 故 人 の 遺 骨 を 金 具 類 及 び 金 釘 ・ タ ッ カ ー 針 な ど で 傷 つ け た り す る こ と が 無 い 、 安 心 安

全 で 環 境 に 優 し い 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 図 １ ４ の （ ａ ） は 、 蓋 板 ５ ｄ の 長 手 方 向 の 側 面 の 外 観 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ４

の （ ｂ ） は 、 本 形 態 の 棺 を 第 １ 側 板 ２ ｄ の 側 か ら み た と き の 側 面 図 で あ る 。 図 １ ４ の （ ｃ

） は 、 本 形 態 の 棺 を 蓋 板 ５ ｄ の 側 か ら み た と き の 上 面 図 で あ る 。 図 １ ４ の （ ｄ ） は 、 本 形

態 の 棺 を 底 板 ４ ｅ の 側 か ら み た と き の 底 面 図 で あ る 。 図 １ ４ の （ ｅ ） は 、 蓋 板 ５ ｄ の 短 手

方 向 の 側 面 の 外 観 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ４ の （ ｆ ） は 、 本 形 態 の 棺 を 第 ２ 側 板 ３

ｄ の 側 か ら み た と き の 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 図 １ ４ の （ ａ ） お よ び （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 蓋 板 ５ ｄ の 内 面 （ 第 １ 側 板 ２

ｄ 、 第 ２ 側 板 ３ ｄ お よ び 底 板 ４ ｅ か ら 形 成 さ れ た 棺 桶 と 対 向 す る 側 の 表 面 ） に は 、 突 出 部

５ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 突 出 部 ５ ｈ は 、 蓋 板 ５ ｄ を 上 記 棺 桶 に 装 着 し た 場 合 に 、 蓋 板

５ ｄ が ス ラ イ ド し て 上 記 棺 桶 か ら 外 れ る こ と を 防 止 し て い る 。
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【 ０ ０ ８ ４ 】

　 図 １ ４ に 示 す 棺 は 、 棺 の 内 部 を 視 認 す る た め の 窓 部 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 窓 枠 １ ０ ｄ を 備

え て い る 。 ま た 、 窓 枠 １ ０ ｄ の 内 側 に は 、 ス ラ イ ド 式 の 可 動 板 １ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。

す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の 棺 は 、 上 述 し た 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す 態 様 と 同 様 に 、 蓋 板 ５

ｄ に 窓 部 ５ ｇ を 備 え 、 窓 部 ５ ｇ に ス ラ イ ド 式 の 可 動 板 １ １ ａ が 設 け ら れ て い る 構 造 を 為 し

て い る 。 な お 、 図 １ ４ の （ ｃ ） に 示 す 可 動 板 １ １ ａ の 内 側 に は 、 透 明 フ ィ ル ム が 貼 り 付 け

ら れ て お り 、 こ れ に よ り 本 形 態 の 棺 の 内 部 で 発 生 し た ガ ス が 外 へ 漏 れ る こ と を 防 止 し て い

る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 底 板 ４ ｅ と 、 第 １ 側 板 ２ ｄ お よ び 第 ２ 側 板 ３ ｄ の そ れ ぞ れ と は 、 後 述 す る 図 １ ６ の （ ｃ

） に 示 す よ う に 、 第 ２ 側 板 ３ ｄ （ ま た は 第 １ 側 板 ２ ｄ ） の 凹 部 ３ ｆ に 底 板 ４ ｅ の 端 部 に 形

成 さ れ た 段 差 を 嵌 め 込 む こ と に よ り 接 合 さ れ る 。 こ の 構 造 及 び 手 法 は 、 載 加 重 ２ ０ ０ ｋ ｇ

に 耐 え 得 る た め に 必 要 な 構 造 及 び 手 法 で あ る 。 な お 、 底 板 ４ ｅ が フ ラ ッ ト 構 造 で な け れ ば

、 日 本 の 霊 柩 車 や 火 葬 場 で の 移 動 が 円 滑 に 進 ま な い 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 次 に 、 図 １ ５ は 、 棺 １ の さ ら に 別 の 形 態 の 棺 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 上 述 し た 図 １ ４ に

示 す 棺 は 、 現 場 で の 組 み 立 て が 必 要 な い 様 に 組 み 立 て ら れ た 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 で あ る

。 一 方 、 図 １ ５ に 示 す 棺 は 、 通 常 の 三 分 の 一 以 下 の 収 縮 サ イ ズ で 済 み 、 送 料 へ の 負 担 も 削

減 で き る よ う に 設 計 さ れ た 、 災 害 対 策 用 （ 備 蓄 用 ） に 最 適 な 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 で あ る

。 ま た 、 図 １ ５ に 示 す 棺 は 、 載 加 重 対 応 試 験 （ ２ ０ ０ ｋ ｇ ） 済 の 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 で

あ る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 図 １ ５ の （ ａ ） は 、 蓋 板 ５ ｉ の 長 手 方 向 の 側 面 の 外 観 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ５

の （ ｂ ） は 、 本 形 態 の 棺 を 第 １ 側 板 ２ ｆ に 対 向 す る 側 か ら み た と き の 側 面 図 で あ る 。 図 １

５ の （ ｃ ） は 、 本 形 態 の 棺 を 蓋 板 ５ ｉ の 側 か ら み た と き の 上 面 図 で あ る 。 図 １ ５ の （ ｄ ）

は 、 本 形 態 の 棺 を 底 板 ４ ｈ の 側 か ら み た と き の 底 面 図 で あ る 。 図 １ ５ の （ ｅ ） は 、 蓋 板 ５

ｉ の 短 手 方 向 の 側 面 の 外 観 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 図 １ ５ の （ ａ ） お よ び （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 蓋 板 ５ ｉ の 内 面 の 長 手 方 向 の

両 端 の そ れ ぞ れ に は 、 短 手 方 向 に 延 伸 す る 突 出 部 ５ ｊ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 突 出 部 ５ ｊ

は 、 蓋 板 ５ ｉ を 棺 桶 に 装 着 し た 場 合 に 、 蓋 板 ５ ｉ が 棺 桶 か ら ス ラ イ ド し て 外 れ る こ と を 防

止 し て い る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 ま た 、 底 板 ４ ｈ と 、 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ び 第 １ 側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ と の 接 合 に つ い て 説 明

す る 。 図 １ ５ の （ ｂ ） お よ び （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 底 板 ４ ｈ に は 、 長 手 方 向 に 凸 部 が 延 設

さ れ て お り 、 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ び 第 １ 側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ に つ い て は 、 長 手 方 向 に 凹 部 が

形 成 さ れ て い る 。 こ の 凸 部 と 凹 部 が 嵌 合 し あ っ て 、 底 板 ４ ｈ と 、 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ び 第 １

側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ と が 接 合 す る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 ま た 、 図 １ ５ の （ ｆ ） お よ び （ ｇ ） は 、 本 形 態 の 棺 を 第 ２ 側 板 ３ ｅ の 側 か ら み た と き の

側 面 図 で あ る 。 本 形 態 の 棺 は 、 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ び 第 １ 側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ を 棺 １ の 内 側

に 折 り 畳 め る よ う に な っ て い る 点 で 、 上 述 し た 棺 と 異 な っ て い る 。 本 形 態 の 棺 で は 、 第 １

側 板 ２ ｅ お よ び 第 １ 側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ と 、 底 板 ４ ｈ と が 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 製 の 蝶 番

で 接 合 さ れ る こ と で 折 り 畳 み が 可 能 に な っ て い る 。 ま た 、 第 ２ 側 板 ３ ｅ は 、 後 述 の 図 １ ７

の （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） に 示 す よ う な 構 造 と な っ て い る 。 例 え ば 、 図 １ ７ の （ ａ ） に 示 す よ

う に 、 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ び 第 １ 側 板 ２ ｆ の 内 面 の 両 端 に は 上 下 に 延 伸 す る 溝 ２ ｈ が 形 成 さ

れ て お り 、 当 該 溝 ２ ｈ に 第 ２ 側 板 ３ ｅ を 上 方 向 か ら 挿 入 す る こ と に よ り 、 第 ２ 側 板 ３ ｅ と

、 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ び 第 １ 側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ と が 接 合 さ れ る 。 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ び 第 １

側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ を 折 り 畳 む 場 合 に は 、 第 ２ 側 板 ３ ｅ は 棺 桶 か ら 取 り 外 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ １ 】
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　 次 に 、 図 １ ６ は 、 第 ２ 側 板 ３ ｄ と 底 板 ４ ｅ と の 接 合 態 様 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図

１ ６ は 、 載 加 重 （ ２ ０ ０ ｋ ｇ ） に 耐 え う る 構 造 を 有 し 、 か つ 、 故 人 の 遺 骨 を 傷 つ け る こ と

な く 、 産 廃 業 者 や 火 葬 場 の 作 業 効 率 を 上 げ る こ と が 可 能 な 、 図 １ ４ に 示 す 金 具 類 及 び 金 釘

無 し 棺 の 詳 細 を 示 す も の で あ る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 図 １ ６ の （ ａ ） は 、 図 １ ４ に 示 す 底 板 ４ ｅ の 上 面 図 で あ る 。 図 １ ６ の （ ｂ ） は 、 図 １ ４

に 示 す 底 板 ４ ｅ の 長 手 方 向 の 側 面 図 で あ る 。 図 １ ６ の （ ｃ ） は 、 第 ２ 側 板 ３ ｄ と 底 板 ４ ｅ

と の 接 合 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 す 接 合 態 様 は 、 図 １ ４ に 示 す 棺 に 採 用

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 図 １ ６ の （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 底 板 ４ ｅ で は 、 平 板 部 ４ ｆ に

対 し て 凸 部 ４ ｙ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 底 板 ４ ｅ の 端 部 に 段 差 が 設 け ら れ て い る 。

図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 上 記 の 段 差 が 、 第 ２ 側 板 ３ ｄ （ ま た は 第 １ 側 板 ２ ｄ ） に 形

成 さ れ た 凹 部 ３ ｆ に 嵌 め 込 ま れ る よ う に な っ て い る 。 上 述 し た 構 造 を 為 す 棺 を 実 際 に 作 成

し た と こ ろ 、 ２ ０ ０ ｋ ｇ （ 載 加 重 ） に 耐 え 得 る こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 次 に 、 図 １ ７ は 、 第 １ 側 板 ２ ｆ と 第 ２ 側 板 ３ ｅ と の 接 合 態 様 を 説 明 す る た め の 図 で あ る

。 図 １ ７ は 、 災 害 対 策 （ 備 蓄 用 ） な ど に 最 適 で 、 な お か つ 火 葬 時 に 環 境 に 優 し く 故 人 の 遺

骨 を 傷 つ け る こ と が 無 い 様 に す る た め の 、 女 性 一 人 で も 簡 単 に 組 み 立 て る こ と が で き る 、

図 １ ５ に 示 す 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 の 詳 細 を 示 す も の で あ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 図 １ ７ の （ ａ ） は 、 本 形 態 の 棺 の 第 １ 側 板 ２ ｆ に 対 向 す る 側 か ら み た と き の 断 面 図 で あ

る 。 図 １ ７ の （ ｂ ） は 、 第 ２ 側 板 ３ ｅ の 側 面 図 で あ る 。 図 １ ７ の （ ｃ ） は 、 第 ２ 側 板 ３ ｅ

の 上 面 図 で あ る 。 図 １ ７ の （ ａ ） に 示 す 棺 桶 は 、 図 １ ５ の （ ｂ ） に 示 す 棺 桶 に 対 応 す る も

の で あ る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 図 １ ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に 第 １ 側 板 ２ ｆ （ お よ び 第 １ 側 板 ２ ｅ ） の 両 端 の 内 面 に は 、

上 下 に 延 伸 す る 溝 ２ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ ７ の （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第

２ 側 板 ３ ｅ の 両 端 に は 突 出 部 ３ ｙ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 突 出 部 ３ ｙ が 第 １ 側 板 ２ ｅ お よ

び 第 １ 側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ た 溝 ２ ｈ に 嵌 合 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 側 板 ２ ｅ お

よ び 第 １ 側 板 ２ ｆ の そ れ ぞ れ と 第 ２ 側 板 ３ ｅ と が 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 な お 、 蓋 板 ５ ｄ お よ び 蓋 板 ５ ｉ の そ れ ぞ れ は 、 上 述 し た 他 の 形 態 の 棺 桶 に も 使 用 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 図 １ ６ に 示 し た 接 合 態 様 は 、 例 え ば 図 １ ４ に 示 す 棺 に 使 用 さ れ て も 良

い し 、 図 １ ７ に 示 し た 接 合 態 様 は 、 例 え ば 図 １ ５ に 示 す 棺 に 使 用 さ れ て も よ い 。 こ の よ う

に 、 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ に 示 し た 接 合 態 様 は 、 上 述 し た 他 の 形 態 の 棺 に も 使 用 さ れ て も 良

い 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 ま た 、 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ に 示 し た 接 合 態 様 で は 、 各 板 の 接 合 に 可 燃 性 の 留 め 具 を 使 用

し て い な い が 、 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ に 示 す 各 板 を 可 燃 性 の 留 め 具 を 使 用 し て 接 合 し て も 良

い 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 〔 ま と め 〕

　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 蓋 板 は 、 全 て の 構 成 要 素 が 可 燃 性 素 材 よ り 形 成 さ れ て い る 金 具 類

及 び 金 釘 無 し 棺 に 用 い ら れ る 、 前 記 構 成 要 素 の う ち の １ つ で あ る 蓋 板 で あ っ て 、 前 記 金 具

類 及 び 金 釘 無 し 棺 の 内 部 を 視 認 す る た め の 窓 部 を 備 え 、 前 記 窓 部 に は 、 ス ラ イ ド 式 の 扉 が

設 け ら れ て い る 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 蓋 板 を 可 燃 性 の 素 材 で 構 成 す る こ と が で き る た め

、 棺 の 燃 焼 に 伴 う 有 害 物 質 の 発 生 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 火 葬 時 に お け る 故 人 の 遺 骨 を 金 具

類 及 び 金 釘 ・ タ ッ カ ー 針 な ど で 傷 つ け た り す る こ と が 無 い の で 安 心 安 全 で あ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 蓋 板 は 、 前 記 窓 部 の 周 囲 に 形 成 さ れ た 溝 と 、 前 記 溝 に 嵌 入

さ れ た 窓 枠 と 、 を 備 え 、 前 記 窓 枠 の 内 側 に 、 前 記 ス ラ イ ド 式 の 扉 が 設 け ら れ て い る こ と が

好 ま し い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 窓 枠 と ス ラ イ ド 式 の 扉 と を 可 燃 性 の 素 材 で 構 成 す る こ と

が で き る た め 、 棺 の 燃 焼 に 伴 う 有 害 物 質 の 発 生 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 火 葬 時 に お け る 故 人

の 遺 骨 を 金 具 類 及 び 金 釘 ・ タ ッ カ ー 針 な ど で 傷 つ け た り す る こ と が 無 い の で 安 心 安 全 で あ

る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 蓋 板 は 、 前 記 窓 枠 は 、 前 記 溝 に 嵌 入 さ れ る 凸 部 を 備 え て い

る と と も に 、 前 記 窓 枠 の 断 面 に お い て 、 内 側 の 段 差 が 外 側 の 段 差 に 比 べ て 大 き い 段 違 い の

形 状 と な っ て お り 、 前 記 凸 部 が 前 記 溝 に 嵌 入 さ れ た 状 態 に お い て 前 記 窓 枠 の 内 側 に 形 成 さ

れ た 隙 間 に 、 前 記 ス ラ イ ド 式 の 扉 が 設 け ら れ て い て も 良 い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ス ラ イ

ド 式 の 扉 が 窓 枠 か ら 外 れ る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 者 は 、 金 具 類 及 び 金 釘 に 代 わ る 可 燃 性 の 留 め 具 を 用 い て 、 可 燃 性 素 材 で 形

成 さ れ た 複 数 の 側 板 を 接 合 す る 棺 を 想 到 す る に 至 っ た 。 具 体 的 に は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係

る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 複 数 の 側 板 を 互 い に 接 合 し て 壁 面 が

構 成 さ れ 、 全 て の 構 成 要 素 が 可 燃 性 素 材 よ り 形 成 さ れ て い る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 で あ っ

て 、 互 い に 接 合 さ れ る 複 数 の 側 板 の そ れ ぞ れ を 第 １ 側 板 及 び 第 ２ 側 板 と す る 場 合 、 上 記 第

１ 側 板 と 上 記 第 ２ 側 板 と を 接 合 す る た め に 、 可 燃 性 の 留 め 具 が 鉛 直 方 向 に 打 ち 込 ま れ て い

る 構 成 で あ る 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 複 数 の 側 板 を 、 可 燃 性 の 留

め 具 に よ り 接 合 で き る 。 そ の た め 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 か つ 容 易 に 複 数 の

側 板 を 接 合 し た 棺 を 提 供 で き る 。 ま た 、 少 な く と も 複 数 の 側 板 の 接 合 に 金 具 類 及 び 金 釘 を

用 い な い 棺 を 、 容 易 に か つ 短 時 間 で 製 造 で き る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 上 記 第 １ 側 板 の 第 １ 接 合 端 部 及

び 上 記 第 ２ 側 板 の 第 ２ 接 合 端 部 の 双 方 に 跨 る 形 状 の 接 合 面 を 有 す る 接 合 部 材 を 備 え 、 上 記

接 合 面 に は 、 上 記 第 １ 側 板 及 び 上 記 第 ２ 側 板 の 両 方 を 上 記 接 合 部 材 と 接 合 す る た め に 、 上

記 留 め 具 が 打 ち 込 ま れ る 第 １ 打 ち 込 み 孔 が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、

可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 複 数 の 側 板 を 、 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 接 合 部 材 、 及 び 可 燃 性 の

留 め 具 を 用 い て 接 合 で き る 。 そ の た め 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 か つ 容 易 に 、

複 数 の 板 を 接 合 で き る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 上 記 第 １ 側 板 の 第 １ 接 合 端 部 及

び 上 記 第 ２ 側 板 の 第 ２ 接 合 端 部 の そ れ ぞ れ に は 、 上 記 第 １ 接 合 端 部 及 び 上 記 第 ２ 接 合 端 部

が 互 い に 嵌 合 す る 複 数 の 凹 凸 部 が 形 成 さ れ て お り 、 上 記 複 数 の 凹 凸 部 の そ れ ぞ れ に は 、 上

記 複 数 の 凹 凸 部 を 互 い に 接 合 す る た め に 、 上 記 留 め 具 が 打 ち 込 ま れ る 第 ２ 打 ち 込 み 孔 が 形

成 さ れ て い て も 良 い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 複 数 の 側 板 の 端 部 の

そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ た 複 数 の 凹 凸 部 が 互 い に 嵌 合 さ れ た 状 態 で 、 当 該 複 数 の 凹 凸 部 を 可 燃

性 の 留 め 具 に よ っ て 接 合 で き る 。 そ の た め 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 か つ 容 易

に 、 複 数 の 側 板 を 接 合 で き る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 蓋 板 の 上 記 側 板 と 対 向 す る 第 １

対 向 面 、 及 び 、 上 記 側 板 の 上 記 蓋 板 と 対 向 す る 第 ２ 対 向 面 の そ れ ぞ れ に は 、 上 記 蓋 板 を 上

記 側 板 に 接 合 す る た め に 、 可 燃 性 の 留 め 具 が 打 ち 込 ま れ る 第 ３ 打 ち 込 み 孔 が 形 成 さ れ て い

て も 良 い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 可 燃 性 の 留 め 具 を 用 い る こ と に よ り 、 金 具 類 及 び 金 釘 を

用 い る こ と な く 、 か つ 容 易 に 、 蓋 板 を 側 壁 に 固 定 で き る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 上 記 複 数 の 側 板 の そ れ ぞ れ の 内

面 に は 、 上 記 金 具 類 及 び 釘 無 し 棺 の 内 部 に シ ー ト を 設 け る た め に 、 可 燃 性 の 留 め 具 が 打 ち

込 ま れ る 第 ４ 打 ち 込 み 孔 が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 可 燃 性 の 留 め 具
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を 用 い て 、 棺 の 内 部 に シ ー ト を 設 け る こ と が で き る 。 そ の た め 、 当 該 シ ー ト を 金 具 類 （ 例

： タ ッ カ ー 針 ） で 棺 の 内 部 に 固 定 す る 必 要 が 無 い 。 し た が っ て 、 シ ー ト を 設 け る と き 必 要

と な る 金 具 類 に よ る 有 害 物 質 の 発 生 を 回 避 で き る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 上 記 金 具 類 及 び 釘 無 し 棺 の 底 部

側 に 、 対 向 す る 上 記 側 壁 同 士 に 亘 っ て 設 け ら れ る こ と で 上 記 金 具 類 及 び 釘 無 し 棺 を 補 強 す

る 補 強 板 を 備 え 、 上 記 補 強 板 の 上 記 側 板 と 対 向 す る 第 ３ 対 向 面 、 及 び 上 記 側 板 の 上 記 補 強

板 と 対 向 す る 第 ４ 対 向 面 の そ れ ぞ れ に は 、 上 記 補 強 板 を 上 記 側 板 に 接 合 す る た め に 、 可 燃

性 の 留 め 具 が 打 ち 込 ま れ る 第 ５ 打 ち 込 み 孔 が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば

、 補 強 板 を 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く 、 側 壁 に 固 定 で き る 。 そ の た め 、 補 強 板 を

設 け る と き に 必 要 と な る 金 具 類 及 び 金 釘 に よ る 有 害 物 質 の 発 生 を 回 避 で き る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 の 製 造 方 法 は 、 全 て の 構 成 要 素 が 可

燃 性 素 材 よ り 形 成 さ れ て い る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 第 １ 側 板 に 形 成

さ れ た 打 ち 込 み 孔 と 、 第 ２ 側 板 に 形 成 さ れ た 打 ち 込 み 孔 と に 留 め 具 を 挿 入 す る こ と に よ り

、 上 記 第 １ 側 板 と 上 記 第 ２ 側 板 と を 接 合 す る 側 板 接 合 工 程 と 、 上 記 側 板 接 合 工 程 の 途 中 に

お い て 、 底 板 を 、 上 記 第 １ 側 板 及 び 上 記 第 ２ 側 板 に 取 り 付 け る 底 板 取 付 工 程 と 、 上 記 底 板

を 保 持 し た 状 態 で 接 合 さ れ た 上 記 第 １ 側 板 及 び 上 記 第 ２ 側 板 の 上 部 に 、 蓋 板 を 取 り 付 け る

蓋 板 取 付 工 程 と 、 を 含 む 方 法 で あ る 。 上 記 方 法 に よ れ ば 、 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 複 数 の

側 板 を 、 可 燃 性 の 留 め 具 に よ り 接 合 で き る 。 そ の た め 、 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い る こ と な く

、 か つ 容 易 に 複 数 の 側 板 を 接 合 し た 棺 を 提 供 で き る 。 ま た 、 少 な く と も 複 数 の 側 板 の 接 合

に 金 具 類 及 び 金 釘 を 用 い な い 棺 を 、 容 易 に か つ 短 時 間 で 製 造 で き る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 上 記 第 １ 打 ち 込 み 孔 は 、 上 記 接

合 面 の 中 央 部 付 近 及 び 両 端 部 付 近 に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 側

板 及 び 第 ２ 側 板 を 確 実 に 固 定 で き る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 上 記 第 １ 接 合 端 部 及 び 上 記 第 ２

接 合 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 切 り 欠 き が 形 成 さ れ て お り 、 上 記 第 １ 側 板 及 び 上 記 第 ２ 側 板 を 接

合 し た と き に 上 記 切 り 欠 き に よ っ て 形 成 さ れ る 形 状 と 同 一 の 形 状 を 有 し て い て も 良 い 。 上

記 の 構 成 に よ れ ば 、 接 合 部 材 を 側 壁 の 一 部 と し て 含 め る こ と が で き る 。 そ の た め 、 金 釘 及

び 金 具 類 を 用 い て 接 合 す る 従 来 の 棺 と 同 様 の 形 状 （ 例 ： 略 直 方 体 ） を 維 持 で き る 。 ま た 、

安 定 し て 蓋 板 を 側 壁 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 〔 本 発 明 の 別 の 表 現 〕

　 本 発 明 は 、 以 下 の よ う に 表 現 す る こ と も で き る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 可 燃 性 素 材 で 形 成 さ れ た 複 数 の 側 板 を

互 い に 接 合 し て 壁 面 が 構 成 さ れ 、 全 て の 構 成 要 素 が 可 燃 性 素 材 よ り 形 成 さ れ て い る 金 具 類

及 び 金 釘 無 し 棺 で あ っ て 、 外 周 部 に 段 差 が 形 成 さ れ た 蓋 板 を 備 え る 構 成 で あ る 。 上 記 構 成

に よ れ ば 、 蓋 板 の 外 周 部 に 形 成 さ れ た 段 差 の 存 在 に よ り 、 蓋 板 が 水 平 方 向 に ス ラ イ ド し て

棺 桶 か ら 外 れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 は 、 上 記 蓋 板 に は 、 金 具 類 及 び 金 釘

無 し 棺 の 内 部 を 視 認 す る た め の 窓 部 を 備 え 、 上 記 窓 部 に は 、 ス ラ イ ド 式 の 扉 が 設 け ら れ て

い て も 良 い 。 上 記 構 成 に よ れ ば 、 窓 部 に 設 け る 扉 を ス ラ イ ド 式 に す る こ と で 、 観 音 開 き 式

の 扉 と 比 較 し て 、 扉 及 び そ の 周 辺 の 部 材 を す べ て 可 燃 性 の 素 材 で 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 〔 付 記 事 項 〕

　 な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 に 示 し た 範 囲 で
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種 々 の 変 更 が 可 能 で あ り 、 異 な る 実 施 形 態 に そ れ ぞ れ 開 示 さ れ た 技 術 的 手 段 を 適 宜 組 み 合

わ せ て 得 ら れ る 実 施 形 態 に つ い て も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ １ ５ 】

　 １ 　 　 棺 （ 金 具 類 及 び 金 釘 無 し 棺 ）

　 ２ ， ２ ｄ ， ２ ｅ ， ２ ｆ 　 　 第 １ 側 板 （ 側 板 ）

　 ２ ｂ 　 第 ２ 対 向 面

　 ３ ， ３ ｄ ， ３ ｅ 　 　 第 ２ 側 板 （ 側 板 ）

　 ５ ， ５ ｄ ， ５ ｉ 　 　 蓋 板

　 ５ ｂ 　 第 １ 対 向 面

　 ５ ｇ 　 窓 部

　 ５ ｆ 　 溝

　 ６ ａ 、 ６ ｂ 　 第 ４ 打 ち 込 み 孔

　 １ ０ ｄ 　 窓 枠

　 １ １ ａ 　 可 動 板 （ ス ラ イ ド 式 の 扉 ）

　 １ ５ 　 　 接 合 部 材

　 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 　 接 合 面

　 １ ９ ａ 、 １ ９ ｂ 　 第 １ 打 ち 込 み 孔

　 ２ ０ 、 ２ ５ 　 留 め 具

　 ２ ２ 、 ２ ３ 　 凹 凸 部

　 ２ ４ 　 　 第 ２ 打 ち 込 み 孔

　 ２ ７ 　 　 第 ３ 打 ち 込 み 孔

　 ２ ９ 　 　 第 ５ 打 ち 込 み 孔

　 ３ ０ 　 　 補 強 板

　 ３ ４ 　 　 第 ３ 対 向 面

　 ３ ５ 　 　 第 ４ 対 向 面

　 ３ ８ 　 　 第 １ 接 合 端 部

　 ３ ９ 　 　 第 ２ 接 合 端 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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